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■主な経歴

■活動のビジョン

■自身が関わった活動・作品・現場の概要

■おすすめ景観

■自身が考える都市デザイン、まちづくり等の課題と解決策等

■所属等岡本浩一
北海学園大学 工学部 建築学科 教授　技術士(建設部門)

URL：http://www.arc.hokkai-s-u.ac.jp/̃kmch/index.html
Email：kmch@arc.hokkai-s-u.ac.jp
〒064-0926　北海道札幌市中央区南26条西11丁目1-1
TEL: 011-841-1161(内 7751)

Koichi Okamoto 　1976(昭和51)年　生まれ  
　2003(平成15)年　北海道大学大学院工学研究科
　　　　　　　　 　 都市環境工学専攻博士課程修了
　2003(平成15)年　株式会社 ホルス入社
　2007(平成19)年　北海学園大学 工学部 建築学科 講師
　2008(平成20)年　北海学園大学 工学部 建築学科 准教授
　2014(平成26)年　北海学園大学 工学部 建築学科 教授

　都市環境デザイン会議正会員     
　日本技術士会正会員     
　日本建築学会正会員     
　北海道都市地域学会正会員     
　日本マンション学会正会員     
　北海道まちづくり協議会個人正会員     

1　稚内市都市再生整備計画
　・北海道稚内市
   ・再開発建物内交流施設のあり方検討、関連調査
   ・2006年（計画期間2006～2011年）
2　上川町都市再生整備計画ソフト事業
   ・北海道上川町
   ・住民参加ワークショップ監修、効果検証意識調査
   ・2004～2008年

3　函館ペンキ塗りボランティア活動
　・北海道函館市元町地区～谷地頭温泉周辺    
   ・ボランティア継続参加(学生時代、会社員時代、現職)
   ・参加期間：1998～2013(終了)年    

4　恵み野商店街活性化
　・北海道恵庭市恵み野商店街    
   ・夏祭り来場者参加企画実施、来場者意識調査    
   ・2013年7月開催    

　すべては“ひと”から始まる。社会構造や地域
文化そして技術は、時代とともに常に変容しつ
つ、新たな課題と解決の糸口を同時並行的に生み
出し続ける。我々は、それらを敏感かつ繊細に捉え、
共通認識のもと大胆かつ丁寧に行動すべきだろう。
　環境デザインは、ひとり、数人、組織、更に相
互の繋がりから重層的に生まれる。実践的活動を
通じ、そこに貢献する人材輩出を目指している。

　若い世代は、生まれたときから日常の環境に致
命的な不自由は感じない時代を過ごしている。彼
らには、自らの暮らす環境にさらなる質的向上の
余地が多分にあること、一方で負の遺産も多く存
在することを認識し、積極的に関与する必要性を
理解した行動が望まれる。
　そのためには、世代や職域を超えた技術や経験
の継承と、新しい理念や考え方を取り入れる寛容
さとの両立が欠かせない。

ＪＲ旭川駅舎（北海道旭川市）
　2011年11月に高架となり全
面開業した４代目の駅舎。
　街と自然（忠別川）の間に存
在するガラスの建物は両者を緩
やかに繋げる。屋根を支える構
造体は、四叉柱のピン支持を採
用し木立のようにも見える。建
物を覆うガラス面が反射する午
後の光は、川へと続いて広がる芝
生に光のストライプを描き出す。
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